
平成２２年度中小企業等の研究開発力向上及び実用化推進のための支援事業
提案書

平成　　年　　月　　日

○○経済産業局長　殿（沖縄県の場合は、内閣府沖縄総合事務局長殿）

　　　　　　　　　　　　　　　　　応募者１　住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　団体の名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者の氏名　　　　　　　　 　印

応募者２　住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　団体の名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者の氏名　　　　　　　　 　印

※３者以上の場合もすべての応募者について記載・捺印してください。
中小企業等の研究開発力向上及び実用化推進のための支援事業について、下記のとおり提案します。
記

１．事業テーマ名

　　※40文字以内で提案内容を的確かつ具体的に表現し、簡潔で分かり易い名称としてください。
２．事業の目的及び内容（詳細は、様式２「事業計画書」のとおり。）
　　※200文字以内で事業の目的、研究開発の内容を要約してください。
３．事業実施期間

　　事業の開始予定日：交付決定日

　　事業の完了予定日：

４．補助事業に要する経費　　　　　　　　　　　　　　円

　　　うち（応募者１）の経費　　　　　　　　　　　　円
　　　うち（応募者２）の経費　　　　　　　　　　　　円
５．補助対象経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

　　　うち（応募者１）の経費　　　　　　　　　　　　円

　　　うち（応募者２）の経費　　　　　　　　　　　　円
６．補助金交付申請額　　　　　　　　　　　　　　　　円

　　　うち（応募者１）の申請額　　　　　　　　　　　円

　　　うち（応募者２）の申請額　　　　　　　　　　　円
事業計画書
※以下１～５について８枚以内で記載してください。（全角・数字は半角可、1行あたり４０文字以内）
１．補助事業の主たる実施場所

	施設の名称：

所　在　地：


２．応募者　※すべての応募者について記載してください。（３者以上の場合は記入欄を追加）
	中小企業等
	名称
	

	
	住所
	

	
	業種及び主な事業内容
	

	公的研究機関等
	名称
	

	
	住所
	

	
	主な事業内容
	


３．事業管理者　　　※事業を総括的に管理する担当者について記載してください。
	所属
	

	役職・氏名
	

	住所
	

	連絡先
	連絡担当者役職・氏名：

Tel:　　　　　　　　　　　　　Fax:

e-mail:


４．研究代表者　　　※研究開発を管理する代表者について記載してください。
	所属
	

	役職・氏名
	

	住所
	

	e-Rad番号
	

	連絡先
	連絡担当者役職・氏名：

Tel:　　　　　　　　　　　　　Fax:

e-mail:


５．実施する事業の概要

	①テーマ名

※様式１「１．事業テーマ名」と同じ内容を記載してください。40文字以内で提案内容を的確かつ具体的に表現し、簡潔で分かり易い名称としてください。

	②研究開発の内容
１）研究開発を実施する背景・目的等
　　※研究開発を実施する背景・目的（社会的課題解決、市場ニーズ等）について記述してください。
　２）実用化に向けた課題

※実用化に向けて解決すべき実証や評価に係る研究開発課題について記述してください。

　３）研究開発の目標

　 ※上記の課題解決のため、達成すべき目標について研究開発項目（サブテーマ）を設定し、具体的に記載してください。目標の適切性を審査する際の基準となりますので、可能な限りサブテーマごとに定量的な目標を設定してください。
　４）研究開発の内容
　 ※上記の目標を達成するために実施する研究開発の内容について、サブテーマごとに研究体における役割分担を明確にし、具体的に記述してください。



	③研究開発の体制

　※研究開発体制について、以下の記載例を参考に図示してください。応募者以外の外部の協力機関がある場合は、研究体の枠外に記載してください。

	④研究開発の技術的な先端性、革新性

※当該分野における国内外の研究開発動向等を踏まえ、応募テーマの先端性や革新性について記載してください。

	⑤実用化によって期待される効果
※研究開発成果が実用化されることによって、社会的な課題解決や我が国経済に対して具体的にどのような波及効果や貢献が期待されるか記述してください。また、研究開発終了後２年後の時点における実用化見通しについて、製品等の売上額、新規雇用者数を記載してください。（必須）
・研究開発終了後２年時点の製品等売上見込額：○○○○千円
・研究開発終了後２年時点の直接新規雇用者数：○○人
　　　　　　　　　　　　　間接雇用者数も含む新規雇用者数：○○○人
　※「間接雇用者数も含む新規雇用者数」欄には、研究開発成果の実用化によって創出される新規雇用者の総数（自社のほか取引先等も含む。）及びその算出根拠について記載してください。

	⑥国の施策との関係

※研究開発内容が、知的クラスター創成事業、産業クラスター計画、先端イノベーション拠点整備事業、各種研究開発助成事業等の国の施策に関連する場合は、事業名、事業の所管省庁・団体、これまでの成果等について記述してください。また、応募者が、文部科学省と経済産業省が進める「産学官連携拠点政策」の拠点整備計画に構成機関として位置づけられている場合は、拠点整備計画の拠点名と構成機関としての役割（提案機関、調整機関、協力機関）についても明記してください。

	⑦活用する技術シーズ・知見、設備等
※研究開発の基礎として活用する応募者の技術シーズ・知見、設備等について記述してください。企業・公的研究機関の双方について記述してください。技術シーズ・知見に関する特許等があれば簡潔に説明してください。技術シーズ・知見に関して補足説明資料があれば添付してください（Ａ４判２枚以内）。

	⑧専門用語等の解説
※本申請書の記載に当たって使用した専門用語、略語等について、個別に簡潔に記載してください。


事業概念図
※研究開発の目的・目標・方法・内容・分担等を分かりやすく視覚的に表現したプレゼンテーション資料を作成してください（Ａ４判１枚）。
	


研究開発スケジュール
※記載例を参考に、設定した研究開発項目（サブテーマ）ごとの実施スケジュールを２枚以内で記載してください。
	研究開発項目及び担当
	目標
	平成２２年度
	平成２３年度
	平成２４年度

	
	
	交付決定～９月
	１０月～１２月
	１月～３月
	
	

	①△△技術の評価手法の開発（○○大学）
	
	○○○の調査
	○○○の開発
	
	
	

	②
	
	
	
	
	
	

	③
※研究開発項目が４つ以上ある場合は適宜記載欄を追加してください。
	
	
	
	
	
	

	＜事業終了後の研究開発項目＞
※事業終了後実用化まで（２年以内）に継続研究を予定している場合は、その内容・スケジュールを記載してください。
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	



経費明細書（総括表）

	応募者名：

応募者名：


＜経費配分内訳＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	補 助 対 象

経費の区分
	補助事業に

要する経費
	補　助　対　象

経　　　　　費
	補 助 金 交 付

申　　請　　額
	備　　　　考

	評価・実証

研究費

	
	
	
	

	労務費

	
	
	
	

	諸経費


	
	
	
	

	合計

	
	
	
	


　 ※補助金交付申請額は、中小企業型の場合は補助対象経費の２／３以内、一般型の場合は補助対象経費
の１／２以内の額を記載してください。



経費明細書
※応募者ごとに、３枚以内で作成してください。
	応募者名：


①経費配分内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	補 助 対 象

経費の区分
	補助事業に

要する経費
	補　助　対　象

経　　　　　費
	補 助 金 交 付

申　　請　　額
	備　　　　考

	評価・実証
研究費
	
	
	
	

	労務費
	
	
	
	

	諸経費
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	


　 ※補助金交付申請額は、中小企業型の場合は補助対象経費の２／３以内、一般型の場合は補助対象経費
の１／２以内の額を記載してください。
②経費算出基礎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	補助対象経費の区分

	補助金算出基礎／補助事業に要する経費／補助対象経費／補助金交付申請額

	
	内容
	詳細
	数量・単価等
	補助事業に
要する経費
	補助対象

経費
	補助金

交付申請額


	評価・実証研究費
	○機器・設備費

○消耗品
費

○外注費

○旅費


	
	
	
	
	

	労務費
	○研究員
費

○補助員
費
	
	
	
	
	

	諸経費
	
	
	
	
	
	


　※算出基礎は、必要に応じて内容が分かる書面を添付するなど詳細に記載してください。

　※補助金交付申請額は、中小企業型の場合は補助金対象経費の２／３以内、一般型の場合は補助対象経
費の１／２以内の額を記載してください。
③資金調達内訳

	区分
	補助事業に要する経費（円）
	資金調達先

	自　己　資　金
	
	

	借　入　金
	
	

	補　助　金
	
	

	そ　の　他
	
	

	
	
	

	合　計　額
	
	


④補助金相当額の手当方法

	区分
	補助金相当額（円）
	資金の調達先

	自己資金
	
	

	借入金
	
	

	その他
	
	

	
	
	

	合計額
	
	


※補助金の支払は、原則として補助事業終了後の精算払いとなるため、補助事業実施期間中、補助金相
当分の資金を確保する必要があります。

応募者の概要（中小企業等）
※企業ごとに１枚以内で作成してください。

	名称
	

	住所
	

	代表者の役職及び氏名
	

	資本金
	　　　　　　百万円

	設立年月日
	

	従業員数
	　　　　　人　（うち研究開発従事者　　　　人）

	中小企業者の該当
	該当・非該当　　※○をつけてください。

	業種及び主な事業内容
	

	主な出資者

（出資比率）


	※出資比率順に上位５者を記載してください。５者以上の場合は、５番目以降をまとめて「ほか○者」と記載してください。

※出資者が大企業の場合は、【大企業】と記載してください。
＜記載例＞(株)○○○○　　（30.5％）【大企業】

(株)△△△△　　（20.5％）

□□□□□□　　（18％）

(株)××××　　（15.5％）

○×△□○×△　（10.5％）　　ほか２者

	財務状況

（単位：百万円）

※直近２期分の実績を記載してください。
	
	／
	／

	
	売上高
（当期収入合計額）
	
	

	
	経常利益

（当期収入合計額－当期支出合計額）
	
	

	
	当期利益


	
	

	
	減価償却費


	
	

	
	繰越利益

（次期繰越収支差額）
	
	

	
	研究開発費


	
	

	担当者の役職及び氏名
	

	連絡先
	TEL：　　　　　　　　　　　FAX：

	
	E-mail：


応募者の概要（公的研究機関等）
※公的研究機関等ごとに１枚以内で作成してください。事業の概要及び財務状況がわかるパンフレット等を添付してください。
	名称
	

	住所
	

	代表者の役職及び氏名
	

	本事業で実施する実証・評価等に係る実績
	

	本事業で利用可能な設備の名称
	

	担当者の役職及び氏名
	

	連絡先
	TEL：　　　　　　　　　　　FAX：

	
	E-mail：


研究者一覧
	テーマ名：

	応募者名：(株)○○○○

	研究者の氏名
	役　職
	担当研究項目
	経　歴

	※研究代表者の氏名の前に「◎」を記載してください。

◎経済太郎
	
	※担当する研究項目を記載してください。
	※研究開発、事業化プロジェクト、産学官連携等に携わった経歴、受賞歴等について記載してください。
＜記載例＞

①・・・・の研究開発（H17～H19経済産業省○○○○事業）プロジェクトリーダーを担当
②H20年○○○○賞受賞

	
	
	
	

	
	
	
	

	応募者名：○○大学

	研究者の氏名
	役　職
	担当研究項目
	経　歴

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


類似提案状況説明書
※経済産業省その他の省庁（所管する独立行政法人等の外郭機関を含む）の実施する研究開発制度・事業において、実施済み又は実施中若しくは申請中及び申請予定とされているもののうち、本提案内容と類似した研究開発内容（同一の研究者の関与、同一の技術シーズを用いる等）と思われるもの又はその恐れがあるものについては、当該案件ごとに（各１枚以内で）本提案内容との相違点を説明してください。
	事業名称
	

	事業主体

（担当省庁等）
	

	テーマ名
	

	研究代表者
	※ＰＭ等の代表者を選任している場合は氏名を記載してください。

	研究開発メンバー
	※コンソーシアム等で共同研究を実施する場合はそのメンバーを記載してください。

	提案額
	千円

	事業期間
	平成　　年　月　日～平成　　年　月　日

	研究開発内容
	

	相違点
	


実用化計画書

※本補助事業終了後、販売に至るまでの計画について、明確に記載してください。本事業は、「事業期間終了後２年以内で実用化が可能な具体的な計画を有すること」が要件となっていますので、できるだけ具体的に記載してください。（３枚以内）

１．研究開発テーマ名
	


２．実用化する製品・サービス等の概要

	※製品等の用途（最終販売予定先含む）・特徴を記載してください。複数ある場合は、製品等ごとに記載してください。




３．実用化までのスケジュール
	製品等の名称：

	実用化までの実施項目
	１年目
	２年目
	３年目

	記載例）

○追加研究

○サンプル出荷

○生産体制の整備（設備投資等）

○生産

○販売

○収益発生
	
	
	

	売上見込：売上高（千円）
	千円
	千円
	千円

	売上見込の積算根拠

（単価、販売数、製品原価等）
	
	
	


※製品等が複数ある場合は、適宜記載欄を追加して製品等ごとに記載してください。

４．実用化体制

	※実用化計画を実行する体制（財務、生産、販売等を統括する経営管理体制）及び製造販売ルート（仕入先、外注先、販売先、最終ユーザーを含む）について図示・記載してください。


５．市場の動向・競争力
	①市場動向

※市場の特色・動向、事業終了後５年目までの市場規模・応募者のシェアの見込みについて記載してください。
②競争力

※競合が予想される他社の開発動向とそれに対する優位性について根拠を示して説明してください。




提出書類チェックシート
※応募書類について提出漏れがないか、指定枚数内で記載されているか等についてチェックのうえ、提出用の封筒（角形２号）に貼付し、提案書類とともに提出してください。封筒には、e-Rad基本情報をプリントアウトした書類、提案受付通知用はがき、ＣＤ－Ｒを同封してください。
	テーマ名：


	
	チェック欄
	提出書類
	提出
部数
	ＣＤ-Ｒに保存するもの
	指定枚数等
	ページ

	 添 付 書 類 等
	 
	提出書類チェックシート
	１部
	
	１枚
	

	
	
	e-Rad応募基本情報をプリントアウトしたもの
	１部
	
	
	

	
	
	提案書受付通知用はがき
	１通
	
	
	

	
	
	ＣＤ－Ｒ
	１枚
	
	１枚
	

	提 案 書
	
	様式１：提案書
	
	○
	１～２枚程度
	様式１～様式３まで通しページ番号を付してください

	
	
	様式２：事業計画書
	
	○
	８枚以内
	

	
	
	別紙１：事業概念図
	
	○
	１枚
	

	
	
	別紙２：研究開発スケジュール
	
	○
	２枚以内
	

	
	
	別紙３－１：経費明細書（総括表）
	
	○
	１枚
	

	
	
	別紙３－２：経費明細書
	
	○
	応募者ごとに作成、各者３枚以内
	

	
	
	別紙４－１：応募者（企業等）の概要
	正本１部

副本１１部
	○
	応募者ごとに作成、各者１枚
	

	
	
	別紙４－２：応募者（公的研究機関等）の概要
	
	○
	応募者ごとに作成、各者１枚
	

	
	
	別紙５：研究者一覧
	
	○
	２枚以内
	

	
	
	別紙６：類似提案状況説明書
	
	○
	該当する場合のみ、案件毎に１枚以内で作成
	

	
	
	様式３：実用化計画書
	
	○
	３枚以内
	

	補足説明資料
	
	様式２⑦（活用する技術シーズ・知見）に係る補足説明資料
	正本１部

副本１１部
	○
	２枚以内、必要に応じて添付（必須資料ではありません）
	

	
	
	様式４－２（応募者（公的研究機関等））に係るパンフレット等
	１２部
	
	１０ページ程度
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＜研究開発目標＞





受付番号：


※この欄は経済産業局で記入します





＜企業名＞





＜公的研究機関等名＞





＜実証・評価を行う技術の概要＞
































＜実証・評価に係る課題＞





別紙２





別紙１





テーマ名：





様式２





応募区分：中小企業型・一般型


※いずれかに○をつけてください





様式１







































































別紙３―２














＜実用化による効果＞








○○株式会社


事業管理者○○○○（氏名）





＜担当研究開発項目（サブテーマ）＞


①・・・・技術の開発


②・・・・技術の開発





別紙４－１





別紙４－２





別紙５





○○大学


研究代表者○○○○（氏名）


＜担当研究開発項目（サブテーマ）＞


①・・・・の評価手法の開発


②・・・・の実証





研究体





独立行政法人○○○○


・・・・技術の評価





様式３





別紙６































































































別紙３―１





30














該当する場合のみ作成
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